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軍
艦
島
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

軍
艦
島
を
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て

後
世
に
語
り
継
ぎ
、
そ
の
特
徴
的
な
島
の
形

を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
す
た
め
、
平
成
17

年
度
に
軍
艦
島
保
存
活
用
技
術
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
島
の
現
況
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
保
全
や
建
築
物
の
補
修
等
の

技
術
的
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
年

度
は
、
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
同
委
員
会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

島
の
保
全
や
上
陸
に
必
要
な
施
設
整
備
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
庁
が
募
集
す
る
世
界
遺
産
暫

定
一
覧
表
追
加
資
産
に
、「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
」
と
し
て
、
軍
艦
島
、
小
菅

修
船
場
、
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
等
の
産
業
遺
産

を
九
州
・
山
口
の
県
市
と
共
同
提
案
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
軍
艦
島
に
つ
い
て
は
、

過
酷
な
自
然
環
境
の
中
に
あ
っ
て
建
築
物
の

長
期
に
わ
た
る
維
持
管
理
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
建
築
物
の
保
存
は
行
わ
ず
風
化
の
過
程

を
見
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。

新
市
立
病
院
建
設
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
検
討
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
19
〜
21
年
度
の
３
カ
年
で

用
地
取
得
、
既
存
建
物
解
体
及
び
整
地
を
終

え
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
と
平
行
し
、
19
年
度

に
、
部
門
別
・
診
療
科
別
に
、
機
能
等
も
含

め
た
基
本
計
画
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調

査
を
行
い
、
そ
の
後
、
基
本
設
計
及
び
実
施

設
計
を
経
て
、
新
病
院
本
館
の
建
設
工
事
を

行
う
こ
と
と
し
、
25
年
度
中
に
は
新
病
院
本

館
へ
の
移
転
を
完
了
し
た
い
。
病
院
の
機
能

を
移
転
し
た
後
、
現
在
の
市
民
病
院
の
建
物

を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
駐
車
場
棟
な
ど
の

附
帯
設
備
を
建
設
し
、
27
年
度
ま
で
に
事
業

を
完
了
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

新
病
院
の
機
能
・
規
模
に
つ
い
て
は
、
地

域
医
療
支
援
病
院
を
目
指
す
と
と
も
に
、
救

急
医
療
、
周
産
期
医
療
、
災
害
拠
点
施
設
、

結
核
・
感
染
症
な
ど
の
政
策
医
療
に
係
る
諸

機
能
を
整
備
し
、
約
450
床
の
規
模
と
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
が
、
最
近
の
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
、
医
療
関
係
者
等
の
専
門
的
な
情

報
や
意
見
を
参
考
に
、
今
年
度
中
に
市
の
最

終
的
な
方
針
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
行
政
経
営
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
、
計

画
期
間
を
18
〜
22
年
度
と
す
る
第
四
次
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
事
務
事
業
全
般
に
わ

た
る
徹
底
的
な
経
費
の
削
減
と
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
期
間
中

に
お
け
る
累
積
の
経
済
効
果
を
200
億
円
以
上

あ
げ
る
ほ
か
、
人
件
費
を
30
億
円
削
減
す
る

こ
と
等
を
重
点
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
実
施
計
画
と
し
て
94
項
目
の
個
別
の
計

画
を
定
め
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
士
の
配

置
基
準
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
健
診
業

務
の
見
直
し
、
ご
み
収
集
業
務
の
委
託
等
、

民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
に
向
け
、
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
に
よ
り
財
源
を

確
保
し
、
第
三
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
活
力
と
潤
い
に
あ
ふ
れ
、
歴
史
が

い
き
づ
く
交
流
拠
点
都
市
」
を
目
指
し
、
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
自
律
的
な
行
政

経
営
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

民
間
所
有
の
被
爆
遺
構
の
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

被
爆
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
被
爆
体
験
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

被
爆
の
実
相
を
物
語
る
被
爆
遺
構
の
保
存
は

今
後
一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
本

市
で
は
、「
長
崎
市
被
爆
建
造
物
等
の
取
扱

基
準
」
に
よ
り
、
被
爆
遺
構
を
ラ
ン
ク
づ
け

し
、
取
り
扱
い
を
定
め
て
い
る
。
保
存
対
象

と
す
る
民
間
所
有
の
被
爆
遺
構
に
つ
い
て

は
、
保
存
整
備
に
係
る
補
助
対
象
経
費
の
４

分
の
３
以
内
の
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

被
爆
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙

等
に
よ
る
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
昨
年
か
ら
、
修
学
旅
行
生
や
観
光
客
の

た
め
に
平
和
案
内
人
等
に
よ
る
碑
巡
り
ガ
イ

ド
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
原
爆
の
悲
惨
さ
へ

の
理
解
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
被
爆
遺
構
の

保
存
の
重
要
性
に
対
す
る
市
民
の
認
識
が
深

ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
被
爆
遺
構
の
所
有
者
か
ら
の

情
報
収
集
に
努
め
、
個
々
の
現
状
把
握
と
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
り
、
被
災
資
料
説

明
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
市
民
・
観
光
客
に

わ
か
り
や
す
い
状
態
で
整
備
し
た
い
。

長
崎
さ
る
く
博

の
評
価
と
、
今
後

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

長
崎
さ
る
く
博

は
、
盛
況
の
う
ち

に
212
日
間
の
会
期
を
終
え
、
多
く
の
観
光
客

や
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
同
博
覧

会
の
成
功
に
よ
り
、
本
市
は
独
自
の
ま
ち
歩

き
観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
新
し
い
日

本
の
都
市
観
光
の
あ
り
方
を
示
し
た
意
義
は

非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
が
本
市
の
歴
史
や
文
化

を
再
発
見
し
、
地
域
に
強
い
関
心
や
誇
り
を

持
つ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
活
動
が
生

ま
れ
、
都
市
活
力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
は

観
光
客
を
誘
引
す
る
都
市
魅
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
る
く
ガ
イ
ド
と
、
6
長
崎
国

際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
運
営
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
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般
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個
人
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問
）

１２
月
定
例
会
で
は
、１２
月
7
日
・
8
日
・

１１
日
・
１２
日
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
、
市

政
一
般
質
問
（
２０
人
）
が
行
わ
れ
、
当
面
す

る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
論

議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
個
人
質

問
で
は
会
派
ご
と
に
一
議
員
1
項
目
ず
つ

計
２０
項
目
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
新
市
立
病
院
建
設

自
由
民
主
党

●
軍
艦
島
の
活
用

●
行
政
経
営
改
革

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

●
さ
る
く
観
光

●
被
爆
遺
構
の
保
存
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